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●要約 

薬草混合物Ｍ４（アムリット４）の、７，１２ジメチルベンゼン（ａ）アントラセン（ＤＭＢＡ）で誘発させたラ

ットの乳腺癌に対する抗発癌性および制癌性について試験を行った。Ｍ４を６％添加した食餌は、発癌のイニシエ

ーション段階およびプロモーション段階における腫瘍の発生および増殖を減少させて、ＤＭＢＡ誘発の発癌に対す

る防護作用を示した。Ｍ４による防護率は、発癌のプロモーション段階では最大８８％（ｐ＜０．０５）、イニシエ

ーション段階では６０％（ｐ＜０．０５）であった。また、腫瘍が完全に形成された対照群のラットにその後４週

間Ｍ４添加の食餌を与えたところ、そのうち６０％に腫瘍の退縮が認められた。これらのラットの５０％は腫瘍の

完全な退縮を示した。Ｍ４添加の食餌を与えたラットと対照群のラットとの間に食餌摂取量または体重増加の有意

差は認められなかった。 

 


